
別記様式(第4条関係) 

会議録 

会議の名称  加東市農業再生協議会 

開催日時  令和２年１月２７日(月)午前９時５７分から午前１１時５分まで 

開催場所  加東市役所 ３階 ３０１・３０２会議室 

議長の氏名 （会長 岩根正） 

出席及び欠席委員の氏名 

<出席委員> 

岩根正、山本正仁、國井久明、田中豊、村上洋一、土肥勝彦、赤坂誠亮、小西清志 

神戸成企、石井英昭、今川哲郎、岸本光、前田壽貴、畑谷紀美子、友藤冨士子 

上中一也、山本力 

<委任状出席> 

黒崎 昇 

<欠席委員> 

田中孝英 

説明のため出席した者の職氏名 

・近畿農政局 兵庫県拠点 農政推進官 宗森 玲 

・近畿農政局 兵庫県拠点 主任農政業務管理官 笹木稔 

・加西農業改良普及センター 普及主査 植木城作 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 

・産業振興部長 藤川憲二 ・農政課長 大橋博英 ・農政課副課長 神戸剛 

・農政課係長 西山英希 ・農政課主事 小西翔太 

・みのり農業協同組合 加東営農経済センター長 石田康治 

・みのり農業協同組合 東条営農経済センター長 谷川利喜 

会議結果及び資料名 

１ 会議結果 

（１） 開会 （農政課長 大橋博英） 

（２） 会長あいさつ（岩根正会長） 

（３） 議長の選任 

・岩根正会長を選任 

（４） 議事録署名人の選任  

・岸本光氏、前田壽貴氏を選任 

（５） 報告事項  

第１号 米をめぐる状況について 

近畿農政局から説明 

質問等なし 



第２号 令和元年度生産状況及び経営所得安定対策の取組みについて 

農政課から説明 

【質問事項】 

加工用米と、きぬむすめやヒノヒカリ等のうるち米を比較した場合、１袋あたりどれく

らい収入の差がでるのか。 

みのり農業協同組合加東営農経済センターから説明 

加工用米の仮渡金は30キロ当たり5,000円を切っている状況であるが、１反当たり20,0

00円の国の産地交付金を考慮すると、令和１年産のうるち米との価格の差はほとんど無い

状態である。 

【質問事項】 

滝野地域は山田錦の産地として特Ａ地域にはなっていないため、東条地域の山田錦と比

較すると買取り価格が安価となるが、安価であっても少しでも多くＪＡが買取ることで生

産量が伸ばせると考える。加東市の特産として戦略的に売り出すような取組みがあるの

か。 

みのり農業協同組合加東営農経済センターから説明 

令和２年産の山田錦の生産数量はこれから決定し、生産者の皆さまにお伝えする。 

【委員意見】 

加工用米と、うるち米で、補助金を考慮したうえで、それぞれ収入にどれくらいの差が

出るのかを具体的な数字を示してもらえれば、農家の方にも説明がしやすいのでお願いし

たい。 

 また、加東市産山田錦を普及させるため、安価でも販売されるのであれば、作付けは協

力できる。農家と農協が協力して山田錦を前面に出せたらと思う。 

第３号 加東市地域農業活性化ビジョン前期計画の検証結果について 

農政課から説明 

質問等無し 

（６） 議事 

第１号 令和２年産米の生産目安について 

農政課から説明 

質問等なし → 原案通り承認 

その他 

【委員意見】 

現在、地域の担い手も高齢化している。集落営農であっても先のことはわからないのが現

状である。広範囲で耕作している認定農業者も減っており、担い手不足が深刻であること

を皆さんにも考えてほしい。また、耕作放棄地も増加しており、農業委員会としても指導

をしているが、耕作放棄地の解消に向けて今後ともご協力をお願いしたい。 

（７） 閉会 （山本副会長） 

２ 資料名 

（１） 加東市農業再生協議会 総会資料 

（２） 加東市水田農業ビジョン 



令和２年３月３日 

議 長   岩根 正      

署名人   前田 壽貴      

署名人   岸本 光         


